卓球クラブ年間計画
	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力しあああって、卓球を楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	卓球という、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。
○原則としてクラブ室で行う。

	４　組織
	○担当教員１名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
　⇒クラブ発表でどのようなことを発表するのかを考える。
③活動計画を基に、練習と試合を進める。
　ミニゲーム
　基礎的な技術練習
③１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②例年の経験も生かしながら、クラブ発表への見通しをもつことができるように十分話し合って活動の計画を立てる。
③チーム編成の際には異年齢によるチームとなるようにする。また、技能面に偏りがないように配慮する。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
　・3年生へのクラブ発表に何をするのかを確認する。
②練習と試合を進める。
　今年度はクラブ発表で発表する技術練習

　チーム対抗によるミニゲーム

③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、発表までを見通した計画を立てさせる。
②自分たちの練習の成果が発揮できるように、試合の形式やチーム編成を考えさせる。また、2学期中にミニ大会の企画などを提案し、児童と一緒に話し合って、より楽しめる活動になるよう工夫する。
③１学期の経験を踏まえ、どのような練習やチーム編成にするかを児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。
　・３学期のチームとゲームの進め方を決める。

②練習と試合を進める。

③クラブ発表で3年生に向けて活動を紹介する。

④1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや少しずつ5年生を中心とした活動にしていくように助言する。
②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。

③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他


	①教師からの教え込みではなく、児童の創意と体験を通して、卓球の戦術を練り上げられるように配慮する。
②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


テニスクラブ年間計画

	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力しあああって、テニスを楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	テニスという、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。

○体育館で行う。（バドミントンクラブと交代で）体育館が使えないときは、視聴覚室で行う。

	４　組織
	○担当教員１名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長６年生から２人　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
　⇒クラブ発表でどのようなことを発表するのかを考える。
③活動計画を基に、練習と試合を進める。

　基礎的な技術練習

　チーム対抗の試合
③１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②例年の経験も生かしながら、クラブ発表への見通しをもつことができるように十分話し合って活動の計画を立てる。
③チーム編成の際には異年齢によるチームとなるようにする。また、技能面に偏りがないように配慮する。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
　・3年生へのクラブ発表に何をするのかを確認する。
②練習と試合を進める。

　今年度はクラブ発表で発表する技術練習

　チーム対抗によるシングルス・ダブルスの試合

③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、発表までを見通した計画を立てさせる。
②自分たちの練習の成果が発揮できるように、試合の形式やチーム編成を考えさせる。また、2学期中に技術を経験者から改めて学ぶ企画やダブルスのルールを決めて試合をすることなどを提案し、児童と一緒に話し合って、より楽しめる活動になるよう工夫する。
③１学期の経験を踏まえ、どのような練習やチーム編成にするかを児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。

　・３学期のチームとゲームの進め方を決める。

②練習と試合を進める。

③クラブ発表で3年生に向けて活動を紹介する。

④1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや5年生を中心とした活動にしていくように助言する。

②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。

③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他


	①教師からの教え込みではなく、児童の創意と体験を通して、テニスの戦術を練り上げられるように配慮する。

②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


まんが・絵本クラブ年間計画

	１　ねらい
	楽しんで作品作りを進めることができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	まんがやイラストを描くという、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（４５分）を原則とし、年間20回実施する。

○原則として図書室で行う。

	４　組織
	○担当教員１名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
　⇒見せ合う日を決め、その日に向けて作品作りの予定をたてる。

③活動計画を基に、個人の作品作りを進める。

　・４コマまんがや長編のマンガ

　・小説を書き、挿絵にイラストを入れる
④１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②例年の経験も生かしながら、話し合って活動の計画を立てる。

③取り組む作品によっては、資料等が必要になるため、教師が環境を整える。（図書資料やインターネット検索など）
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
②作品作りを進める。

　・１つ目の作品が終わったら、２つ目の作品作りを進める。

　・互いに見せ合う時間をとり、参考にする。

③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、発表までを見通した計画を立てさせる。
②見せ合いの時間をとり、それぞれの作品作りに生かしていけるようにする。また、よいところや工夫しているところなどが児童同士で認め合えるような教師側の工夫をする。

③１学期の経験を踏まえ、どのような進め方にするかを児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。

　・3年生へのクラブ見学の際に何をするのかを話し合う。

②作品作りを進める。

③クラブ見学で3年生に向けて活動内容を紹介する。

④出来上がった作品を互いに紹介し合う。
⑤1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや少しずつ5年生を中心とした活動にしていくよう二助言する。

②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。

③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

④児童同士認め合いができるような手立てや工夫を教師がしておくと深まりが出る。

⑤次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他


	①教師からの教え込みではなく、児童の創意と工夫を大切にしていく。

②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


バドミントンクラブ年間計画

	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力し合い、工夫してバドミントンを楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	バドミントンという、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよい活動について考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容や方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。

○原則として校庭・体育館で行う。校庭使用の雨天時は5年1組教室で話合い。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
　⇒どのような技術を身に付けたいか話し合う。
③活動計画を基に、練習を工夫する。（サーブとラリーが続くようにする。学期末にダブルスの試合をする。）
③１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②前年度の活動記録、児童の思いを考慮し、話し合って計画を立てる。
③チーム編成の菜には異年齢によるチームとなるようにする。また、技能面に偏りがないように配慮する。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①チームを再編成し、１学期の反省を基に２学期の活動計画を立てる。
②練習と試合を進める。

　校庭･･･練習（サーブとラリーが続くようにする）

　体育館･･･チーム対抗のダブルスの試合

③２学期の反省をする。

　クラブ見学の時にどのようなことをするか考え、計画する。
	①1学期の反省を基に、計画や具体的な目標を立てさせる。
②１学期の経験を踏まえ、どのような練習やチーム編成にするかを児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。
③活動後の反省から、次回に向けて、できるだけ児童に工夫させたり準備させたりする。

	三学期
	①２学期の反省を基に、３学期の詳しい計画を立てる。

②活動計画を基に練習を工夫する。（Ｈ２６年度の目標･･･ラリーがチームで１８回続くようにする。学期末にダブルスの試合をする。）

③クラブ見学で３年生に向けて活動を紹介する。

④１年間の反省とまとめをする。
	①少しずつ5年生を中心とした活動にしていくように助言する。

②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。

③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他


	①教師からの教え込みではなく、児童が主体的に工夫した活動になるようにする。

②練習では、お互いの教え合いも大切にし、望ましい集団作りにつなげていく。

③必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


球技クラブ年間計画
	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力しあああって、球技を楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	球技という広いくくりの中で、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。
○原則として校庭で行う。雨天時は６年１組教室、または空いている特別教室（視聴覚室など）

	４　組織
	○担当教員２名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②１学期の活動計画を立てる。
　・やりたい競技を決める。　・チームを決める。
③活動計画を基に、試合を進める。
　チーム対抗によるゲーム
　
③１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②例年の経験も生かしながら、有意義な活動になるように話し合って活動の計画を立てる。
③チーム編成の際には異年齢によるチームとなるようにする。また、技能面に偏りがないように配慮する。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①2学期の詳しい計画を立てる。
　・１学期の活動を基に内容の決定。チームの編成をする。
②活動計画を基に、試合を進める。
　　チーム対抗によるゲーム
③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、２学期の計画を立てる。
②有意義な活動になるように、試合の形式やチーム編成を考えさせる。
③１学期の経験を踏まえ、児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。
　・３学期のチームとゲームの進め方を決める。
②試合を進める。
③クラブ見学の発表の内容について検討する。
④クラブ発表で3年生に向けて活動を紹介する。
⑤1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや少しずつ5年生を中心とした活動にしていくように助言する。
②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。
③３年生がクラブ活動にする憧れと、進級する希望がもてるような発表を目指す。
④元気よく発表する。
⑤次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他

	①編成されたチームで、けががなく、協力して取り組めるように指導や声かけを続ける。
②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


パソコンクラブ年間計画
	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力しあって、コンピュータを使った作品作りを楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	コンピュータを使った作品作りなどの共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。
○原則として行う。雨天時は低学年学習室。

	４　組織
	○担当教員１名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
③活動計画を基に、活動を進める。
　名刺作りと自己紹介による交流
プレゼンテーションソフトを使ったクイズ作り
④１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②例年の経験も生かしながら、十分に話し合って活動の計画を立てる。
③グループ編成の際には異年齢によるグループとなるようにする。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
②活動を進める。
　・カレンダー作り
　・音楽ソフトを使った曲の発表会
③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、発表までを見通した計画を立てさせる。
②作品作りだけでなく、作品交流や意見交換もできるよう提案し、児童と一緒に話し合って、より楽しめる活動になるよう工夫する。
③１学期の経験を踏まえ、どのような作品を作るかを児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。
　・３年生へのクラブ発表に何をするのかを確認する。
・３学期のチームとゲームの進め方を決める。
②活動を進める。
③クラブ発表で3年生に向けて活動を紹介する。
④1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや少しずつ5年生を中心とした活動にしていくように助言する。
②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。
③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他

	①教師からの教え込みではなく、児童の創意と体験を通して、作品作りや交流に取り組めるよう配慮する。
②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


手芸・料理クラブ年間計画
	１　ねらい
	手芸や料理の計画や準備を自分たちで行い、全員が協力し合って、楽しく活動できるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	手芸・料理という、共通の興味・関心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。
○原則として家庭科室で行う

	４　組織
	○担当教員２名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
　・実習計画（時期、内容）　　　・必要な材料や用具の確認
・班の編成　　　　　　　　　　
③活動計画を基に、手芸・料理の実習をする。
　・手芸（巾着袋、人形、マスコット等）・料理（フルーツパフェ）
③１学期の反省をする。
	①役員制出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②個々の興味関心を生かして、手芸の作品づくりに取り組ませるとともに、料理ではレシピを基に、グループのメンバーで手順や分担など充分に話し合って活動の計画を立てる。
③グループ編成の際には異年齢によるグループとなるようにする。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
・実習計画（時期、内容）　　　・必要な材料や用具の確認
②活動計画を基に、手芸・料理の実習をする。
　・手芸（　）　　　・料理（クレープ、ホットケーキ）
③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、発表までを見通した計画を立てさせる。
②個々の興味関心を生かして、手芸の作品づくりに取り組ませるとともに、料理ではレシピを基に、グループのメンバーで手順や分担など充分に話し合って活動の計画を立てる。
③手芸・料理共に担当教員は、助言と安全管理に努めると共に児童の創意工夫が生かされるように配慮する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。
　・実習計画（時期、内容）　　　・必要な材料や用具の確認
・3年生へのクラブ発表に内容を確認する。
②活動計画を基に、手芸・料理の実習をする。
　・手芸（　　　　）　　・料理（　　　　　　）
③クラブ発表で3年生に向けて活動を紹介する。
④1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや少しずつ5年生を中心とした活動にしていくように助言する。
②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。
③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他

	①児童の自主性を生かし、教師中心の活動になってしまわないように配慮する。
②実習では、きょうしの事前の準備を確実に行い、安全で衛生的にできるように十分配慮する。
②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


実験クラブ年間計画
	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力しあって、実験を楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	実験という、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。
○原則として理科室で行う。　実験内容を図書室で調べる場合もある。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から1人　　　書記1名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
③図書やインターネットを用いて、児童に実験提案書を書かせる。
④実験提案書を基に、実験を行う。
・空気砲　・結晶作り　・シャボン玉
⑤１学期の反省をする。
	①役員選出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②初回の実験は教員主導で行い、クラブの見通しをもたせる。
③班編成の際には、異学年による班になるようにさせる。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
②実験提案書をもとに、実験を行う。
・紫キャベツ液　・スライム　・火山噴火のモデル
・光ファイバー　・べっこうあめ　・アイスキャンディー
・静電気
③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、見通しをもった計画を立てさせる。
②興味、関心を追及するため、調べ学習をして実験提案書を書かせる。
③できるだけ児童に創意工夫させたり、準備させたりする。


	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。
②実験提案書を基に、実験を行う。
③クラブ発表で3年生に向けて活動を紹介する。
④1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや少しずつ5年生を中心とした活動にしていくよう二助言する。
②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。
③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他

	①教師中心の活動になってしまったり、理科の授業の延長になってしまったりしやすいクラブなので、自主的・実践活動というクラブ活動の特質を見失うことがないよう、配慮する。
②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


バスケットボールクラブ年間計画
	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力しあって、バスケットボールを楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	バスケットボールという、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（45分）を原則とし、年間20回実施する。
○原則として校庭で行う。雨天時は低学年学習室。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
③活動計画を基に、練習と試合を進める。
　チーム対抗によるミニゲーム
　基礎的な技術練習
④１学期の反省をする。
	①役員選出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②例年の経験も生かしながら、十分に話し合って活動の計画を立てる。
③チーム編成の際には異年齢によるチームとなるようにする。また、技能面に偏りがないように配慮する。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
②練習と試合を進める。
　・チーム対抗による試合
③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、2学期の計画を立てさせる。
②自分たちの練習の成果が発揮できるように、試合の形式やチーム編成を考えさせる。また、児童と一緒に話し合って、より楽しめる活動になるよう工夫する。
③１学期の経験を踏まえ、どのような練習やチーム編成にするかを児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。
　・３年生へのクラブ見学に何をするのかを確認する。
・３学期のチームとゲームの進め方を決める。
②練習と試合を進める。
③クラブ見学で3年生に向けて活動を紹介する。
④1年間の反省とまとめをする。
	①次年度に向けて、5年生を中心とした活動にしていくように助言する。
②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。
③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他

	①教師からの教え込みではなく、児童の創意と体験を通して、バスケットボールの戦術を練り上げられるように配慮する。
②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


サッカークラブ年間計画

	１　ねらい
	計画や準備を自分たちで行い、全員が協力しあああって、サッカーを楽しむことができるようにする。

	２　評　価
	【関心・意欲・態度】
	【思考・判断・実践】
	【知識・理解】

	
	サッカーという、共通の興味・感心を追求するために、積極的にクラブの活動に取り組もうとしている。
	共通の興味・関心を追求するために話し合い、クラブの一員として、よりよいクラブ作りについて考え、判断し、自己を生かして実践している。
	共通の興味・関心を追求するクラブ活動の意義やそのために活動内容・方法などについて理解している。

	３　活動及び活動時間
	○火曜日の６校時（60分）を原則とし、年間20回実施する。

○原則として校庭で行う。雨天時は4年1組教室または共用室。

	４　組織
	○担当教員２名　　◆４年以上の同好の児童で構成する。
　　　　　　　　　◆部長６年生１名　　副部長５・６年生から一人ずつ　　　書記２名

	
	５　予想される活動
	６　指導上の留意点等

	一学期
	①クラブの組織を作る。
　　・自己紹介　　・役員を決める　　
②年間活動計画を立てる。
　⇒クラブ発表でどのようなことを発表するのかを考える。
③活動計画を基に、練習と試合を進める。

　チーム対抗によるミニゲーム

　基礎的な技術練習
③１学期の反省をする。
	①役員選出や年間活動計画立案などで参考となるよう、自己紹介を工夫させるとともに、できるだけ児童の意欲を尊重する。
②例年の経験も生かしながら、クラブ発表への見通しをもつことができるように十分話し合って活動の計画を立てる。
③チーム編成の際には異年齢によるチームとなるようにする。また、技能面に偏りがないように配慮する。
④実際の活動に当たっては、担当教員は、助言と安全管理に努め、6年生を中心に、計画や準備・反省が行われるように配慮する。

	二学期
	①年間活動計画を基に、2学期の詳しい計画を立てる。
　・3年生へのクラブ発表に何をするのかを確認する。
②練習と試合を進める。

　今年度はクラブ発表で発表する技術練習

　チーム対抗によるミニゲーム

③２学期の反省をする。
	①1学期の反省を基に、発表までを見通した計画を立てさせる。
②自分たちの練習の成果が発揮できるように、試合の形式やチーム編成を考えさせる。また、2学期中にミニ大会の企画などを提案し、児童と一緒に話し合って、より楽しめる活動になるよう工夫する。
③１学期の経験を踏まえ、どのような練習やチーム編成にするかを児童が自分たちで考え、実践できるように助言する。

	三学期
	①年間活動計画を基に、３学期の詳しい計画を立てる。

　・３学期のチームとゲームの進め方を決める。

②練習と試合を進める。

③クラブ発表で3年生に向けて活動を紹介する。

④1年間の反省とまとめをする。
	①１学期や２学期に比べて、回数も少ないことや少しずつ5年生を中心とした活動にしていくように助言する。

②１・２学期の経験を基にして、自主的に見通しをもって準備や計画を立てさせる。

③次年度の活動の参考となるよう、反省や記録を整理させる。

	７　その他


	①教師からの教え込みではなく、児童の創意と体験を通して、サッカーの戦術を練り上げられるように配慮する。

②必要な予算は活動計画に基づいて、年度当初に必要な予算措置を講じておく。


